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◆ キーワード　アイヌ／ニヴフ／サハリン／三人きょうだい／クロテン猟

サ
ハ
リ
ン
島
ア
イ
ヌ
民
族
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
の
成
立
仮
説

―
ニ
ヴ
フ
民
族
の
「
三
人
の
猟
師
」
か
ら
の
影
響
―

丹 

菊
　
逸 

治

は
じ
め
に

サ
ハ
リ
ン
島
の
ア
イ
ヌ
民
族
（
以
下
「
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
」
と
呼
称
す

る
）
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
散
文
説
話tuytah
ト
ゥ
イ
タ
ハ
に
は
北
海
道
の

ア
イ
ヌ
民
族
（「
以
下
北
海
道
ア
イ
ヌ
」
と
呼
称
す
る
）
の
口
承
文
学
と
は

異
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
、
独
特
の
話
が
多
い
。
な
か
で
も
三
人
き
ょ
う
だ
い

が
登
場
す
る
話
（
以
下
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
と
呼
称
す
る
）
は
北
海
道

に
類
話
が
み
ら
れ
な
い
独
自
の
話
群
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
部
で
隣
接
す

る
ニ
ヴ
フ
民
族
（
以
下
ニ
ヴ
フ
と
呼
称
す
る
）
の
間
で
は
三
人
の
猟
師
が
登

場
す
る
説
話
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
三
人
の
猟
師
」
の
伝
承
は

中
国
と
の
交
易
を
背
景
に
、
お
そ
ら
く
ク
ロ
テ
ン
な
ど
毛
皮
獣
の
罠
猟
と
結

び
つ
い
て
成
立
し
た
伝
承
で
あ
り
、
ニ
ヴ
フ
の
社
会
制
度
・
狩
猟
伝
統
に
一

致
す
る
。
叙
述
の
人
称
形
式
、主
人
公
を
援
助
す
る
「
不
思
議
な
老
婦
人
（
女

神
）」
な
ど
の
登
場
人
物
か
ら
み
て
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
「
三
人
き
ょ
う
だ

い
譚
」
は
ニ
ヴ
フ
の
「
三
人
の
猟
師
の
話
」
の
影
響
で
成
立
し
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
れ
は
よ
り
広
く
み
ら
れ
る
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
け
る

ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
か
ら
の
影
響
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

ア
イ
ヌ
口
承
文
学
の
散
文
ジ
ャ
ン
ル

北
海
道
に
お
け
る
散
文
説
話
ジ
ャ
ン
ル
（
沙
流
方
言
地
域
の
例
）

形
式
化
が
進
ん
で
い
る

形
式
化
が
進
ん
で
い
な
い

一
人
称
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レuw

epeker

（
の
大
部
分
）

三
人
称
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レuw

epeker

（
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
の
み
）
ウ
パ
シ
ク
マupaskum

a

自
身
の
体
験
談
、
地
名
に
関
す
る

伝
承
な
ど

サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
散
文
説
話
ジ
ャ
ン
ル

形
式
化
が
進
ん
で
い
る

形
式
化
が
進
ん
で
い
な
い

一
人
称
ウ
チ
ャ
シ
コ
マucaskom

a

ル
ル
パ
村
・
狩
猟
に
関
す
る
伝
承

三
人
称
ト
ゥ
イ
タ
ハtuytah

パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚

三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
そ
の
他

ウ
チ
ャ
シ
コ
マucaskom

a

自
身
の
体
験
談
、
実
在
の
地
名
が

登
場
す
る
伝
承
、
地
名
に
関
す
る

伝
承
な
ど
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北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
散
文
で
語
ら
れ
る
も
の
に
は
、
形

式
化
が
進
み
一
人
称
叙
述
形
式
で
語
ら
れ
る
「
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レuw

epeker
と
呼
ば
れ
る
話
と
、
形
式
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
三
人
称
叙
述
形
式
で
語
ら

れ
る
ウ
パ
シ
ク
マupaskum

a

と
呼
ば
れ
る
話
が
あ
る（
（
（

。
前
者
は
物
語
性

の
強
い
話
が
、
後
者
は
話
者
個
人
の
体
験
談
や
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
な

ど
が
中
心
と
な
る（
（
（

。
こ
こ
で
「
形
式
化
が
進
ん
で
い
る
」
と
い
う
の
は
、

無
名
性
（
主
人
公
の
名
前
が
語
ら
れ
な
い
）
や
展
開
の
パ
タ
ー
ン
化
、
カ

ム
イ
（
神
々
）
と
の
会
話
、
語
り
の
紋
切
型
の
表
現
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ

と
を
指
す
が
、
物
語
性
の
強
い
話
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
も
あ
る
。
形
式
化

が
進
み
物
語
性
が
強
い
話
を
本
稿
で
は
「
説
話
」
と
呼
称
す
る
。
ウ
ウ
ェ

ペ
ケ
レ
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
は
多
く
が
一
人
称
叙
述
形
式

で
語
ら
れ
る
が
、「
隣
の
爺
」
型
説
話
で
あ
る
「
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」

だ
け
は
三
人
称
叙
述
形
式
で
語
ら
れ
る
特
殊
な
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
を
な
し
て

い
る
。

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学

に
み
ら
れ
る
「
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レuw

epeker

／
ウ
パ
シ
ク
マupaskum

a

」

と
い
う
名
称
の
対
立
が
な
く
、
と
も
に
ウ
チ
ャ
シ
コ
マucaskom

a
と
い

う
同
じ
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
一
方
で
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
の
「
パ

ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」
に
あ
た
る
も
の
が
、
さ
ら
に
多
様
な
内
容
と
な

り
「
ト
ゥ
イ
タ
ハtuytah

」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
な
し
て
い
る
。

二　

�

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
と
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
共
通

す
る
い
く
つ
か
の
話

ア
イ
ヌ
口
承
文
学
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
「
一
人
称
叙
述
形
式
」
で
あ
り
、

三
人
称
で
語
ら
れ
る
物
語
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て

き
た
。北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
け
る
三
人
称
叙
述
形
式
の
サ
ブ
ジ
ャ

ン
ル
「
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」
に
は
本
州
以
南
の
「
隣
の
爺
」
型
説

話
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口

承
文
学
に
お
け
る
三
人
称
叙
述
形
式
に
も
外
部
か
ら
の
影
響
を
想
定
し
う

る
で
あ
ろ
う
。
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
と
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
の
間
に

は
伝
播
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
共
通
の
話
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
カ
ラ

ス
や
ア
ザ
ラ
シ
と
の
異
類
婚
譚
、
多
数
に
分
裂
す
る
ト
ラ
（
サ
ハ
リ
ン
ア

イ
ヌ
に
お
い
て
は
ヤ
マ
ネ
コ
）
の
化
け
物
、
知
里
真
志
保
が
「
空
家
の
化

け
物
」
と
呼
ん
だ
話
な
ど
。
ま
た
村
崎
恭
子
が
「
砥
石
男
」
や
「
ア
ザ
ラ

シ
の
胃
袋
」
な
ど
と
題
し
た
動
物
寓
話
的
な
話
も
あ
る
（
３
）。

や
は
り
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
三
人
称
形
式
の
話
が
多
い
。
一
方
で
明
ら
か
に
一
人
称
形
式

で
語
ら
れ
細
部
ま
で
一
致
す
る
話
が
ク
マ
と
の
異
類
婚
譚
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
展
開
か
ら
見
て
お
そ
ら
く
ク
マ
送
り
儀
礼
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
話

で
あ
り
、
ま
た
別
に
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
４
）。
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三　
�

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」

の
独
自
性

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
散
文
説
話
ト
ゥ
イ
タ
ハtuytah

に
は
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
と
は
異
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
、
独
特
の
話

が
多
い
（
（
（

。
な
か
で
も
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
は
北
海
道
に
類
話
が
み
ら

れ
な
い
独
自
の
話
群
で
あ
る
。
三
人
兄
弟
あ
る
い
は
三
人
姉
妹
が
登
場
す

る
話
が
多
数
採
録
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
に
必
ず
し
も
限
定
は

さ
れ
な
い
が
、
傾
向
と
し
て
は
ト
ゥ
イ
タ
ハ
に
多
い
（
（
（

。
三
人
き
ょ
う
だ
い

が
登
場
し
、
あ
る
課
題
に
二
人
が
挑
ん
で
失
敗
し
、
最
後
の
一
人
が
成
功

す
る
。
成
功
す
る
一
人
は
能
力
が
劣
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
話
は
世
界
的
に
分
布
す
る
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
魔
法
昔
話
の「
愚

か
な
イ
ヴ
ァ
ン
」
な
ど
の
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
口
承
文
学
に
お

い
て
頻
出
す
る
モ
チ
ー
フ
、
き
わ
め
て
出
現
し
や
す
い
構
造
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
構
造
の
話
は
北
海
道
に
は
少
な
い
。
む
ろ
ん
、
あ
る
課
題

に
複
数
の
者
が
順
番
に
挑
戦
し
、
最
後
の
成
功
が
語
ら
れ
る
と
い
う
話
自

体
は
北
海
道
で
も
存
在
す
る
。
有
名
な
叙
事
詩
「
虎
杖
丸
」（「
ク
ト
ゥ
ネ

シ
リ
カ（
（
（

」）
の
冒
頭
部
分
で
も
、「
黄
金
の
ラ
ッ
コ
」
の
入
手
と
い
う
課
題

に
多
く
の
勇
者
が
挑
戦
し
て
失
敗
す
る
の
に
、
主
人
公
の
少
年
英
雄
は
や

す
や
す
と
成
功
す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
ま
た
、
成
功
し
た
者

を
真
似
た
愚
か
者
が
失
敗
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
隣
の
爺
」
型
の
話
で
あ
る

パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
も
、「
成
功
／
失
敗
」
と
い
う
要
素
の
順
番
は

異
な
る
も
の
の
、
同
じ
内
容
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
点
で
構
造
と
し
て

は
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
そ
れ
ら
に

比
較
す
る
と
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
「
愚
か
な
イ
ヴ
ァ
ン
」
の
話
に
類
似
す
る
。

高
度
に
発
達
し
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
「
三
人
き
ょ
う

だ
い
譚
」
が
少
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。「
繰
り
返
し
の
効
果
」「
小

か
ら
大
へ
と
い
う
流
れ
」「
弱
い
と
思
わ
れ
た
者
が
本
当
は
実
力
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
対
照
の
効
果
」
な
ど
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い（
（
（

。
だ
が
、

そ
れ
ら
が
普
遍
的
に
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
を
生
み
出
す
と
考
え
る
な
ら

ば
、
実
際
に
北
海
道
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
（
あ
る
い
は
「
な
ぜ
サ
ハ
リ
ン
に
は
あ
る
の
か
」）
を
説
明
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、こ
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」
が
ニ
ヴ
フ
の
「
三

人
の
猟
師
」
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

四　

ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
お
け
る
「
三
人
の
猟
師
の
話
」

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
は
北
部
で
ニ
ヴ
フ
に
隣
接
し
て
き
た
。
ニ
ヴ
フ
口
承

文
学
で
は
二
人
き
ょ
う
だ
い
が
登
場
す
る
説
話
の
ほ
か
に
、
三
人
の
猟
師

が
登
場
す
る
説
話
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
二
人
き
ょ
う
だ
い
が

連
れ
立
っ
て
猟
に
行
く
、
と
い
う
や
り
方
は
ニ
ヴ
フ
伝
統
社
会
の
現
実
に

即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
長
者
が
親
族
の
年
少
者
、
す

な
わ
ち
息
子
や
弟
を
猟
（
あ
る
い
は
漁
）
の
助
手
と
し
て
連
れ
て
行
く
の
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は
現
在
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
少
な
く
と
も
半
世
紀
以
上
過
去
に
お

い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
話
は
今
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る（
（
（

。

で
は
「
三
人
の
猟
師
」
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
三
人
の
登
場
人
物

が
き
ょ
う
だ
い
と
さ
れ
て
い
る
話
は
比
較
的
少
な
く
、
多
く
は
ベ
テ
ラ
ン

猟
師
二
人
と
若
者
一
人
で
ク
ロ
テ
ン
罠
猟
に
出
か
け
る
、
と
い
う
設
定
に

な
っ
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
二
人
は
若
者
を
虐
げ
る
。
そ
こ
へ
不
思
議
な
老

婦
人
が
現
れ
、
若
者
を
助
け
る
。
あ
る
い
は
老
婦
人
が
三
人
を
助
け
る
が
、

ベ
テ
ラ
ン
二
人
は
不
敬
を
働
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
若
者
だ
け
が
成
功
し
、

多
く
の
場
合
は
経
済
力
を
つ
け
た
若
者
の
幸
福
な
結
婚
で
終
わ
る
。

ニ
ヴ
フ
の
狩
猟
伝
統
に
お
い
て
は
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
い
助
手
と
い
う
組

み
合
わ
せ
は
実
際
に
よ
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。
口
承
文
学
中
で
は
し

ば
し
ば
ベ
テ
ラ
ン
二
人
と
若
い
助
手
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
が

厳
密
に
実
態
を
反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
今
後
も
検
証
が
必
要
で
あ
る

が
、
口
承
文
学
中
で
の
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、「
二
人
の
舅
（
ア

ハ
マ
ル
ク
）
と
一
人
の
婿
（
ウ
ム
ギ
）」「
父
子
と
甥
」「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」

の
三
通
り
が
あ
る
。

ニ
ヴ
フ
伝
統
的
社
会
に
は
カ
ル
と
呼
ば
れ
る
父
系
リ
ニ
ッ
ジ
制
度
が
あ

る
。
日
本
語
で
は「
氏
族
」な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
一
リ
ニ
ッ

ジ
内
で
の
婚
姻
は
禁
止
さ
れ
、
女
性
は
他
リ
ニ
ッ
ジ
の
男
性
と
結
婚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
男
性
で
あ
れ
ば
、
母
親
の
出
身

リ
ニ
ッ
ジ
の
女
性
と
優
先
的
に
結
婚
す
る
。
こ
の
と
き
、
女
性
の
出
身
リ

ニ
ッ
ジ
の
男
性
が「
ア
ハ
マ
ル
ク
」、女
性
の
子
ど
も
が
男
性
で
あ
れ
ば「
ウ

ム
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
潜
在
的
に
は
「
舅
と
婿
」
の
関
係
に
あ
る
。

口
承
文
学
に
も
こ
の
制
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
猟
の
助
手
と
な

る
」
と
い
う
話
の
発
端
自
体
、
婿
か
ら
舅
へ
の
労
働
奉
仕
と
い
う
慣
行
の

反
映
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
ま
た
「
夫
に
死
な
れ
た
母
が
息
子
を
連
れ
て
兄
の

と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
」
と
い
う
設
定
が
語
ら
れ
る
話
も
あ
る
が（
（（
（

、
こ
れ

は
同
一
リ
ニ
ッ
ジ
内
の
扶
養
義
務
と
い
う
ニ
ヴ
フ
伝
統
社
会
の
制
度
に
一

致
す
る
。
つ
ま
り
母
は
自
分
の
出
身
で
あ
る
父
系
リ
ニ
ッ
ジ
の
援
助
を
あ

て
に
で
き
る
。
そ
の
息
子
も
母
の
口
添
え
で
援
助
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可

能
で
は
あ
る
が
、
息
子
本
人
は
同
一
リ
ニ
ッ
ジ
出
身
で
は
な
い
の
で
こ
の

援
助
は
義
務
で
は
な
い
。
ク
ロ
テ
ン
罠
猟
の
猟
場
と
な
る
小
川
は
父
子
相

続
財
産
も
し
く
は
同
一
リ
ニ
ッ
ジ
の
所
有
と
さ
れ
て
い
た
が
、
別
リ
ニ
ッ

ジ
出
身
の
息
子
の
立
場
は
弱
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
三
人
の
猟
師
」
に

お
い
て
「
虐
げ
ら
れ
る
年
少
者
」
は
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
親
族
関
係
に

お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
語
で
刊
行
さ
れ
た
資
料
で
は
三
人
の
猟
師
の
関
係
が
「
父
子
と

甥
」
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ニ
ヴ
フ
語
の
親
族
呼
称
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
た
め
に
肝
心
の
、
同
一
リ
ニ
ッ
ジ
と
な
る
「
父
の
兄
弟
の
息

子
」
な
の
か
別
リ
ニ
ッ
ジ
と
な
る
「
父
の
姉
妹
の
息
子
」
な
の
か
が
分
か

ら
な
い
。
原
文
の
公
開
を
待
ち
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
の
組
み
合
わ

せ
つ
ま
り
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」
と
さ
れ
る
例
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
少
な

い
が
、
比
較
的
叙
事
詩
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
三
人
の
猟
師
」
が
登
場
す
る
話
の
内
容
は
多
様
だ
が
、「
ト

ラ
報
恩
譚
」「
最
年
少
の
ク
ロ
テ
ン
罠
猟
師
を
不
思
議
な
老
婦
人
が
援
助

す
る
話
」
な
ど
い
く
つ
か
典
型
的
な
話
群
が
存
在
す
る
。「
ト
ラ
報
恩
譚
」
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に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
の
伝
承
と
の
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
れ
は
典
型
的
に
は
「
大
言
壮
語
し
た
猟
師
が
ト
ラ
の

怒
り
を
買
い
追
い
か
け
ら
れ
る
が
、
逆
に
木
の
枝
の
又
に
首
が
挟
ま
っ
た

ト
ラ
の
命
を
救
う
。
ト
ラ
は
猟
師
を
山
奥
の
ト
ラ
の
村
に
連
れ
て
行
き
、

宝
物
を
与
え
る
（
あ
る
い
は
ト
ラ
の
娘
と
猟
師
が
結
婚
す
る
）」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
ニ
ヴ
フ
に
は
こ
の
話
群
以
外
に
ト
ラ
に
関
す
る
伝
承
が
非

常
に
少
な
く
、
ま
た
ト
ラ
の
分
布
域
は
ニ
ヴ
フ
の
伝
統
的
居
住
地
域
よ
り

南
方
で
あ
る
。
こ
の
話
群
は
先
行
研
究
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
そ

ら
く
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
か
ら
ニ
ヴ
フ
に
伝
播
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ベ
リ
ー
採
集
に
行
っ
た
三
人
姉
妹
が
赤
ん
坊
を
拾
っ
て
く
る
（
そ

の
赤
ん
坊
の
正
体
は
化
け
物
で
あ
り
、
話
の
後
半
は
呪
的
逃
走
譚
に
な
る
）

と
い
う
、
性
別
が
ほ
ぼ
女
性
に
固
定
さ
れ
て
い
る
話
も
あ
る
。
こ
の
話
は

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
原
形
が
か
な
り
よ
く
保
た
れ
た
ま
ま
ア

ム
ー
ル
下
流
地
域
に
広
く
分
布
し
て
い
る（
（（
（

。

五　

ク
ロ
テ
ン
罠
猟
と
「
三
人
の
猟
師
の
話
」
の
成
立

ニ
ヴ
フ
の
「
三
人
の
猟
師
の
話
」
は
清
帝
国
と
の
交
易
を
背
景
に
、
お

そ
ら
く
ク
ロ
テ
ン
な
ど
毛
皮
獣
の
罠
猟
と
結
び
つ
い
て
成
立
し
た
伝
承
で

あ
る
。
内
容
も
現
実
に
あ
っ
た
ニ
ヴ
フ
の
社
会
制
度
・
狩
猟
伝
統
に
一
致

す
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
成
立
期
は
清
帝
国
と
の
毛
皮
交
易
が
盛
ん
と
な
っ

て
以
降
と
思
わ
れ
る
。

ク
ロ
テ
ン
毛
皮
は
自
家
消
費
用
で
は
な
く
あ
く
ま
で
交
易
用
だ
っ
た（
（（
（

。
ク

ロ
テ
ン
交
易
に
は
船
あ
る
い
は
犬
ぞ
り
で
交
易
所
ま
で
赴
く
（
口
承
文
学
中

で
も
し
ば
し
ば
描
写
が
あ
る
）
必
要
が
あ
る（
（（
（

。
ク
ロ
テ
ン
は
創
世
伝
承
等
に

は
登
場
せ
ず
、
ニ
ヴ
フ
人
自
身
も
自
分
た
ち
の
古
い
文
化
と
は
み
な
し
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ク
ロ
テ
ン
交
易
が
登
場
す
る
話
で
は
主
人
公
た

ち
は
し
ば
し
ば「
マ
ン
チ
ュ
人
」の
都
市
に
赴
く
が
、そ
こ
に
は「
チ
ャ
ン
ギ
」

（
マ
ン
チ
ュ
人
な
ど
異
民
族
の
お
偉
い
さ
ん
）
が
住
ん
で
い
る
。

ま
た
、
年
若
い
主
人
公
を
援
助
す
る
「
不
思
議
な
老
婦
人
」
は
ニ
ヴ
フ

口
承
文
学
に
お
い
て
、
比
較
的
新
し
い
登
場
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ニ
ヴ
フ
の
伝
統
的
世
界
観
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
「
自
然
界
の

支
配
者
」
は
ウ
ズ
ン（
（（
（

と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
男
性
と
み
な

さ
れ
る
。
狩
猟
、漁
労
の
成
否
を
左
右
す
る「
山
の
ウ
ズ
ン
」「
海
の
ウ
ズ
ン
」

は
特
に
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
い
ず
れ
も
男
性
と

さ
れ
る
。
こ
の
「
不
思
議
な
老
婦
人
」
は
山
の
ウ
ズ
ン
と
非
常
に
類
似
し

て
お
り
、
と
き
に
は
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
る（
（（
（

。
だ
が
基
本
的
に
ク
ロ
テ
ン
罠

猟
の
口
承
文
学
中
に
の
み
登
場
す
る
存
在
で
あ
る
。
実
際
の
儀
礼
に
お
い

て
言
及
さ
れ
る
の
は
男
性
と
み
な
さ
れ
る
「
山
の
ウ
ズ
ン
」
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
「
三
人
の
猟
師
の
話
」
は
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
お
い

て
は
、
比
較
的
新
し
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
話
群
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

も
そ
も
ク
ロ
テ
ン
猟
文
化
自
体
が
、
お
そ
ら
く
地
理
的
に
も
よ
り
清
帝
国
に

近
い
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
の
間
で
先
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。「
三

人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
が
成
立
し
た
の
も
必
ず
し
も
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
お
い

て
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
か
ら
ニ
ヴ
フ
に
広
が

る
ク
ロ
テ
ン
狩
猟
文
化
地
域
の
ど
こ
か
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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六　

ト
ゥ
イ
タ
ハtuytah

の
人
称
形
式

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
北
海
道
に
お
い
て
は
一
人
称
叙
述
形
式
は
物
語

ジ
ャ
ン
ル
の
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
広
く
普
及
し
て
お
り
、
む
し
ろ
三
人

称
叙
述
形
式
の
ほ
う
が
「
形
式
化
が
進
ん
で
い
な
い
」
と
み
な
し
う
る
。

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
も
ウ
チ
ャ
シ
コ
マucaskom
a

に

関
す
る
限
り
は
、
同
様
の
視
点
が
有
効
と
思
わ
れ
る
。
ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
に

お
い
て
は
、一
人
称
叙
述
形
式
の
話
は
「
ル
ル
パ
村
・
狩
猟
に
関
す
る
伝
承
」

を
内
容
と
す
る
。
一
方
、
三
人
称
叙
述
形
式
の
話
は
実
在
の
地
名
が
登
場

す
る
、
む
し
ろ
歴
史
的
な
話
で
あ
り（
（（
（

、
内
容
か
ら
見
て
も
形
式
化
が
進
ん

で
い
な
い
。

だ
が
、
ト
ゥ
イ
タ
ハtuytah

は
三
人
称
叙
述
形
式
で
あ
り
な
が
ら
非
常

に
形
式
化
さ
れ
た
内
容
を
持
つ
。
サ
ン
ヌ
ピ
ヒsannupih
（
あ
る
い
は
サ

ン
ヌ
ピ
シsannupis

）
村
と
い
う
架
空
の
舞
台
、
ホ
ロ
ケ
ー
ポhorokeepo

や
カ
ム
イ
ア
ハ
チkam

uyahci

な
ど
決
ま
っ
た
呼
称
の
登
場
人
物
、
幸
福

な
結
婚
と
い
う
紋
切
型
の
結
末
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
の

う
ち
三
人
称
で
語
ら
れ
る
話
群
」
と
「
ト
ゥ
イ
タ
ハ
」
は
同
じ
く
三
人
称
叙

述
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
全
く
別
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
そ
こ
に
含
ま

れ
る
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
も
「
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」
と
同
じ

く
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
ま
と
ま
っ
た
三
人
称
叙
述
形
式
の
散
文
物
語

で
あ
る
。
つ
ま
り
ト
ゥ
イ
タ
ハ
は
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
全
体
か
ら
み
る
と
「
三

人
称
叙
述
形
式
を
持
つ
特
殊
な
散
文
説
話
」
で
あ
る
。

だ
が
、
隣
接
す
る
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
は
「
三
人
の
猟
師
の
話
」
な
ど
の
散

文
説
話
を
含
め
基
本
的
に
す
べ
て
三
人
称
形
式
で
語
ら
れ
る（
（（
（

。
ト
ゥ
イ
タ
ハ

は
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
と
同
じ
叙
述
人
称
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

七　

不
思
議
な
老
婦
人

ニ
ヴ
フ
の
散
文
説
話
の
「
若
者
を
援
助
す
る
不
思
議
な
老
婦
人
」
と
同

様
に
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
ト
ゥ
イ
タ
ハ
に
も
「
末
弟
を
援
助
す
る
不
思

議
な
老
婦
人
」
が
登
場
す
る
。
北
海
道
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
（
主

人
公
を
援
助
す
る
）
登
場
人
物
は
最
後
に
正
体
が
明
か
さ
れ
る
の
が
ふ
つ

う
で
あ
る（
（（
（

。
あ
る
い
は
正
体
が
明
示
的
に
語
ら
れ
な
く
と
も
あ
る
程
度
は

推
測
で
き
る
。
だ
が
、
ト
ゥ
イ
タ
ハ
の
「
老
婦
人
」
は
た
ん
に
「
カ
ム

イ
ア
ハ
チkam

uy-ahci

「
神
の
よ
う
な
老
婦
人
」、
ア
ハ
チ
ャ
ハ
チ
ポ

ahciahcipo

（
ア
ハ
チ
・
ア
ハ
チ
・
ポahci-ahci-po

）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
い
か
な
る
動
物
や
自
然
現
象
な
ど
の
神
格
で

あ
る
と
も
語
ら
れ
な
い
。
他
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
チ
ェ
ペ
ヘ
テ
カ
ム

イcepehtekam
uy

「
魚
を
つ
か
さ
ど
る
神
」
な
ど
と
正
体
が
明
か
さ
れ

る
の
で
、
こ
の
老
婦
人
は
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
お
い
て
は
特
殊

な
登
場
人
物
と
い
え
る（
（（
（

。

八　
「
三
人
の
猟
師
」
と
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
と
、
ニ
ヴ
フ
の
「
三
人
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の
猟
師
」
の
登
場
す
る
話
群
に
は
、
異
類
婚
譚
や
動
物
寓
話
の
い
く
つ
か

の
話
の
よ
う
な
細
部
ま
で
一
致
す
る
よ
う
な
類
似
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ

ま
で
み
て
き
た
「
三
人
」「
三
人
称
叙
述
形
式
」「
不
思
議
な
老
婦
人
」
の

大
き
な
一
致
は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
偶
然
で
な
い
と
す
れ

ば
、
北
海
道
で
は
な
く
ニ
ヴ
フ
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
う
分
布
か
ら
み
て

北
か
ら
南
に
伝
播
し
た
も
の
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ

が
清
帝
国
と
の
交
易
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
以
降
と

考
え
ら
れ
る（
（（
（

が
、
そ
の
際
に
ニ
ヴ
フ
を
始
め
と
す
る
諸
民
族
の
口
承
文
学

と
接
触
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
三
人
の
猟
師
」
の
話
群
も
伝
播
し
た
に
違

い
な
い
。
だ
が
ニ
ヴ
フ
的
な
父
系
リ
ニ
ッ
ジ
制
度
に
基
づ
く
部
分
は
、
む

し
ろ
双
系
制
的
な
社
会
を
背
景
と
す
る
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
に
は
馴
染
ま
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
「
二
人
の
舅
（
ア
ハ
マ
ル
ク
）
と
一
人

の
婿
（
ウ
ム
ギ
）」
と
い
う
登
場
人
物
が
た
ん
な
る
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」

に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
細
部
の
変
更
も
大
き
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
南
部
西
海
岸
の
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
は
ク
ロ
テ

ン
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
も
ク
ロ
テ
ン
罠
猟
に
従

事
し
て
い
た
が
、そ
の
重
要
性
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ニ
ヴ
フ
の
「
三

人
の
猟
師
」
も
基
本
的
に
山
が
ち
の
サ
ハ
リ
ン
中
部
で
盛
ん
な
伝
承
で
あ

り
、
北
部
海
岸
地
域
で
採
録
さ
れ
た
類
似
の
伝
承
は
漁
や
海
獣
猟
の
話
に

な
っ
て
い
る
。

サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
と
ニ
ヴ
フ
の
「
三
人
の

猟
師
」
の
構
造
上
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
「
繰
り
返
し
」
の
要
素
の

有
無
で
あ
る
。
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
は
「
始
め
の
二
人
が
次
々
に

失
敗
し
、
最
後
の
一
人
が
成
功
す
る
」
と
い
う
繰
り
返
し
が
明
確
に
語
ら

れ
る
話
が
多
い
。
ニ
ヴ
フ
の
伝
承
で
は
、
同
じ
よ
う
な
繰
り
返
し
を
持
つ

話
は
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
。「
二
人
の
失
敗
と
一
人
の
成
功
」
と
い
う
意

味
で
は
似
て
い
る
が
、
繰
り
返
し
は
明
確
に
語
ら
れ
な
い
（
全
く
な
い
わ

け
で
は
な
い
）。「
繰
り
返
し
」
が
明
確
に
語
ら
れ
る
の
は
ロ
シ
ア
か
ら
伝

播
し
た
「
愚
か
な
イ
ヴ
ァ
ン
」
の
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
イ
ヴ
ァ
ン
」

と
い
う
主
人
公
の
名
前
や
、
穴
に
下
り
る
ロ
ー
プ
を
切
ら
れ
る
場
面
な
ど
、

か
な
り
正
確
に
原
形
が
保
た
れ
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の「
三
人
き
ょ

う
だ
い
譚
」
と
し
て
は
「
愚
か
な
イ
ヴ
ァ
ン
」
な
ど
ロ
シ
ア
系
統
の
話
は

今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
子
ど
も
が
箱
に
入
れ
て
流

さ
れ
る
話
や
、「
チ
ヒ
ポ
（
チ
シ
ポ
）」
と
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
生
き
物
が

夫
を
誘
惑
す
る
話
な
ど
、
サ
ハ
リ
ン
の
ニ
ヴ
フ
を
越
え
て
さ
ら
に
ア
ム
ー

ル
地
方
に
つ
な
が
り
そ
う
な
話
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
か
つ
て
は
「
靴

に
合
っ
た
足
を
持
つ
女
性
を
探
す
男
性
の
話
」
な
ど
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
的

な
モ
チ
ー
フ
が
登
場
す
る
ト
ゥ
イ
タ
ハ
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う（
（（
（

。

こ
う
し
て
み
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
と
ニ
ヴ
フ
の
口
承
文
学
の
類
似

が
示
唆
す
る
の
は
、
個
々
の
話
や
「
三
人
の
猟
師
」
と
い
う
個
別
の
影
響

だ
け
で
は
な
い
。
一
人
称
叙
述
形
式
が
主
と
な
る
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
全
体

か
ら
み
て
、
北
海
道
に
お
い
て
発
達
し
た
「
パ
ナ
ン
ペ
・
ペ
ナ
ン
ペ
譚
」

と
い
う
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
、サ
ハ
リ
ン
独
自
の
「
ト
ゥ
イ
タ
ハ
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
州
以
南
、
ニ
ヴ
フ
と
い
う
別
の
口
承
文

学
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
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九　

残
さ
れ
た
問
題

ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
に
お
い
て
も
、
叙
事
詩
に
は
た
ん
な
る
親
族
で
は
な

く
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
「
長

兄
が
怠
惰
で
弟
二
人
が
そ
の
世
話
を
焼
く
」
と
い
う
少
し
異
な
っ
た
関
係

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
叙
事
詩
に
つ
い
て
は
昔
話
な
ど
と
は
別
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ニ
ヴ
フ
の
叙
事
詩
に
は
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
よ

り
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
に
類
似
す
る
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

ニ
ヴ
フ
の
叙
事
詩
に
登
場
す
る
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
」
は
ア
イ
ヌ
口
承
文

学
に
お
い
て
確
立
し
た
要
素
が
逆
に
再
流
入
し
、
ニ
ヴ
フ
的
に
変
形
さ
れ

た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ハ
リ
ン
口
承
文
学
に
み
ら
れ
る
、
ニ
ヴ
フ
口
承
文
学
と
の
共
通
性
・

類
似
性
は
「
三
人
き
ょ
う
だ
い
譚
」
だ
け
で
は
な
い
。
ク
マ
伝
承
の
一
部

に
は
ニ
ヴ
フ
的
な
要
素
が
み
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
カ
ラ
ス
や
海
獣
と
の

異
類
婚
譚
な
ど
、
ど
ち
ら
か
ら
伝
播
し
た
の
か
不
明
な
共
通
性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
民
族
を
超
え
た
「
サ
ハ
リ
ン
的
な
話
」
と
し
て

お
き
、
近
隣
の
諸
民
族
の
伝
承
に
類
似
性
の
高
い
話
が
な
い
か
確
認
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

広
範
囲
に
分
布
す
る
こ
と
が
す
で
に
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
話
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ガ
ン
ギ
エ
イ
と
の
異
類
婚
譚
（
（（
（

、
陰
部
に
歯
が
あ

る
女
性
の
話（
（（
（

、
三
人
姉
妹
の
魔
物
か
ら
の
呪
的
逃
走
譚
（
（（
（

な
ど
で
あ
る（
（（
（

。
こ
れ

ら
に
関
し
て
も
今
後
は
よ
り
精
密
な
比
較
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

周
辺
諸
民
族
の
口
承
文
学
研
究
に
比
較
し
て
も
ア
イ
ヌ
口
承
文
学
研
究

の
蓄
積
は
大
き
い
。
今
後
は
周
辺
諸
民
族
の
口
承
文
学
に
関
す
る
研
究
成

果
を
総
合
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
ん
に
話
の
構
造
の
み
を
比

較
す
る
の
で
は
な
く
、
各
民
族
の
口
承
文
学
の
物
語
世
界
自
体
を
み
す
え

た
比
較
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

引
用
文
献

稲
田
浩
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『
昔
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三
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書
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荻
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子
「『
呪
的
逃
走
』
―
ユ
ー
ラ
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ア
へ
の
手
が
か
り
―
」『
口
承
文

芸
研
究
』
第
三
〇
号　

二
〇
〇
七　

日
本
口
承
文
芸
学
会

金
田
一
京
助
「
虎
杖
丸
」『
金
田
一
京
助
全
集
』
第
九
巻　

一
九
九
三　

三
省
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初
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一
九
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一
『
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
ユ
ー
カ
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の
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究
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第
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冊
）
東
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「
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九
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の
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界
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三
号　

一
九
八
五　

小
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館　

松
浦
茂
『
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
政
策
と
少
数
民
族
』
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〇
〇
六　

京
都
大
学

学
術
出
版
会

村
崎
恭
子
『
浅
井
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口
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昔
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〇
〇
一　
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シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
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注（

1
）	

名
称
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ
で
あ
げ
た
の
は
沙
流
方
言

地
域
の
例
で
あ
る
。

（
2
）	

知
里
真
志
保
ら
は
ウ
パ
シ
ク
マ
は
由
来
を
説
く
観
点
か
ら
見
た
呼

称
で
あ
り
、
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
や
カ
ム
イ
ユ
カ
ラ
な
ど
形
式
か
ら
区

別
す
る
ジ
ャ
ン
ル
名
と
は
異
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
ク

マ
が
登
場
す
る
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
」
は
「
ク
マ
に
関
す
る
ウ
パ
シ
ク

マ
「
言
い
伝
え
」
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
ウ
パ
シ
ク
マ
が
ウ
ウ
ェ

ペ
ケ
レ
以
外
の
伝
承
を
指
示
し
う
る
こ
と
か
ら
「
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
名
と
並
置
し
て
用
い
た
。

（
3
）	［
村
崎
恭
子
二
〇
〇
一
］
で
の
タ
イ
ト
ル
。

（
4
）	

こ
の
話
は
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
、
ニ
ヴ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
の
三
民
族
に

共
通
の
類
似
例
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
祭
壇
で
「
人
間

の
姿
を
し
た
ク
マ
」
と
待
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
ま

た
ク
マ
送
り
儀
礼
で
用
意
さ
れ
る
料
理
な
ど
が
登
場
す
る
。［
藤
村

久
和
一
九
八
五
］
で
は
ウ
イ
ル
タ
の
類
似
例
に
つ
い
て
、
サ
ハ
リ

ン
ア
イ
ヌ
か
ら
の
伝
播
と
推
測
し
て
い
る
。

（
5
）	

サ
ハ
リ
ン
独
特
と
思
わ
れ
る
話
に
も
、
実
は
北
海
道
で
ご
く
少
数

の
類
似
例
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
昭
和
初
期
以
前

の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
あ
ら
す
じ
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

採
録
地
・
語
り
手
・
ジ
ャ
ン
ル
等
の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
欠
い
て
い
る
。

こ
れ
が
「
北
海
道
に
も
あ
っ
た
話
群
の
衰
退
」
を
意
味
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
実
は
サ
ハ
リ
ン
の
伝
承
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
を
示

す
の
か
、
な
ど
資
料
批
判
自
体
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
本
発
表

で
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
が
サ
ハ
リ
ン
と
の
共
通
性
を
示
す
こ
と
を

指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
6
）	

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
ウ
チ
ャ
シ
コ
マucaskom

a

の
資
料
は
全
体

数
が
少
な
い
。

（
7
）	［
金
田
一
京
助
一
九
九
三
］
な
ど
。

（
8
）	

そ
れ
ら
文
芸
的
側
面
が
伝
播
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
、
と
い
う

研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
9
）	

同
一
リ
ニ
ッ
ジ
内
の
年
少
者
は
近
し
い
年
長
者
の
意
思
に
従
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ク
レ
イ
ノ
ヴ
ィ
チ
の
記
述
し
て
い
る
例
で
は
、

兄
弟
が
同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
兄
の
そ
ぶ
り
を
見
て
弟
が
猟
に

出
る
支
度
を
と
と
の
え
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
10
）	

現
在
で
は
ク
ロ
テ
ン
猟
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
は

二
人
き
ょ
う
だ
い
の
事
例
と
異
な
り
、
直
接
確
認
は
で
き
な
い
が
、

体
験
談
や
伝
聞
と
し
て
聞
く
こ
と
は
で
き
る
。

（
11
）	

伝
統
的
に
は
多
く
の
地
域
で
花
婿
側
は
花
嫁
側
に
婚
資
を
払
う
か
、

労
働
奉
仕
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
ア
ハ
マ
ル
ク
が
若

い
ウ
ム
ギ
を
助
手
と
す
る
の
は
、「
潜
在
的
な
婿
を
一
人
前
の
猟
師

に
鍛
え
る
」
と
同
時
に
労
働
奉
仕
的
な
側
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）	

前
述
の
と
お
り
母
親
の
兄
に
と
っ
て
、
そ
の
息
子
（
妹
の
息
子
）
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は
潜
在
的
な
婿
で
あ
る
。

（
13
）	［
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
一
九
〇
八
］
な
ど
。

（
14
）	［
荻
原
眞
子
二
〇
〇
七
］
な
ど
。

（
15
）	
ク
ロ
テ
ン
に
限
ら
ず
小
型
毛
皮
獣
の
毛
皮
を
用
い
た
衣
服
・
道
具

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

（
16
）	

犬
ぞ
り
の
維
持
に
か
か
る
経
済
的
コ
ス
ト
は
大
き
い
。
犬
の
え
さ

用
の
魚
の
調
達
に
は
か
な
り
の
労
働
が
必
要
と
な
る
。
犬
ぞ
り
の

普
及
時
期
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
17
）	

本
来
は
こ
の
「
ウ
ズ
ン
」
と
い
う
語
も
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
系
言
語
か
ら

の
借
用
語
と
思
わ
れ
る
。
ニ
ヴ
フ
語
に
は
日
本
語
の
漢
語
彙
に
あ
た

る
よ
う
な
、
大
量
の
借
用
語
層
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
借
用
語
は

そ
の
事
物
や
概
念
が
、
外
部
か
ら
の
比
較
的
新
し
い
影
響
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
す
る
。
父
系
リ
ニ
ッ
ジ
を
中
心
と
す
る
社
会
構
造
と
ウ
ズ

ン
を
中
心
と
す
る
世
界
観
は
と
も
に
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族
の
影
響

を
強
く
受
け
た
も
の
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
観
点
か
ら
か
つ

て
の
民
族
学
者
ら
（
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
な
ど
）
は
ニ
ヴ
フ
民
族
の

も
う
一
段
階
古
い
文
化
を
「
母
系
社
会
」
と
推
測
し
た
。

（
18
）	「
山
の
支
配
者
の
妻
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
特
殊

な
存
在
と
し
て
「
陰
部
に
歯
が
あ
る
女
性
」
が
あ
る
。
こ
の
話
は

お
そ
ら
く
外
来
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）	［
ピ
ウ
ス
ツ
キ
一
九
一
二
］
の
指
摘
。
彼
と
［
知
里
真
志
保

一
九
七
三
］
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ア
イ
ヌ
語
名
称
を
あ
げ
て
も
い
る
。

（
20
）	

悲
恋
を
題
材
に
し
た
叙
情
歌
は
一
人
称
形
式
で
歌
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
叙
事
的
な
物
語
文
学
と
は
異
な
る
。

（
21
）	

動
物
神
、
水
の
女
神
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ム
イ
が
正
体
で
あ
り
う

る
。
こ
の「
正
体
を
明
か
す
」と
い
う
展
開
は
散
文
物
語
に
限
ら
ず
、

神
謡
や
叙
事
詩
な
ど
に
お
い
て
も
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

（
22
）	「
不
思
議
な
老
婦
人
」
は
ニ
ヴ
フ
に
お
い
て
も
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ

に
お
い
て
も
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
は
ニ
ヴ
フ
起
源

で
す
ら
な
く
（
地
理
的
な
推
測
か
ら
は
）
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
諸
民
族

か
ら
の
伝
播
と
い
う
可
能
性
は
高
い
。

（
23
）	［
松
浦
茂
二
〇
〇
六
］

（
24
）	［
ピ
ウ
ス
ツ
キ
一
九
一
二
］

（
25
）	［
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
一
九
〇
八
］
は
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
ニ
ヴ
フ
民

族
へ
の
文
化
的
影
響
と
考
え
て
い
た
。

（
26
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
北
海
道
で
も
採
録
例
が
あ
る
が
、
そ
の
資
料
批

判
等
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
27
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
［
ピ
ウ
ス
ツ
キ
一
九
一
二
］、［
荻
原
眞
子

二
〇
〇
七
］
な
ど
の
指
摘
・
考
察
が
あ
る
。
た
だ
、
大
陸
方
面
だ

け
で
な
く
津
軽
海
峡
以
南
の
和
人
の
伝
承
と
の
類
似
も
改
め
て
考

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
28
）	

ほ
か
に
も
［
稲
田
浩
二
一
九
九
七
］
が
指
摘
し
た
「
魚
族
の
橋
」

や
山
姥
の
話
な
ど
も
あ
る
。

�

（
た
ん
ぎ
く
・
い
つ
じ
／
北
海
道
大
学
）


